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令和３年３月美馬市議会定例会議事日程（第３号）

令和３年３月１８日（木）午前１０時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 議案第 １号 美馬市行政組織条例の一部改正について

議案第 ２号 美馬市個人情報保護条例の一部改正について

議案第 ３号 美馬市防災会議条例の一部改正について

議案第 ４号 美馬市災害対策本部条例等の一部改正について

議案第 ５号 美馬市特定非営利活動促進法施行条例の一部改正について

議案第 ６号 美馬市特別職の給料の特例に関する条例の一部改正について

議案第 ７号 美馬市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案第 ８号 美馬市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部改正について

議案第 ９号 美馬市国民健康保険税条例の一部改正について

議案第１０号 美馬市敬老祝金支給条例の一部改正について

議案第１１号 美馬市介護保険条例の一部改正について

議案第１２号 美馬市道の駅地域振興施設条例の一部改正について

議案第１３号 美馬市農機具保管庫及び共同農作業所条例の一部改正につい

て

議案第１４号 美馬市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正につ

いて

議案第１５号 美馬市水道条例の一部改正について

議案第２０号 令和３年度美馬市一般会計予算

議案第２１号 令和３年度美馬市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

議案第２２号 令和３年度美馬市国民健康保険特別会計予算

議案第２３号 令和３年度美馬市後期高齢者医療特別会計予算

議案第２４号 令和３年度美馬市介護保険特別会計予算

議案第２５号 令和３年度美馬市一の森ヒュッテ事業特別会計予算

議案第２６号 令和３年度美馬市小水力発電事業特別会計予算

議案第２７号 令和３年度美馬市下水道事業会計予算

議案第２８号 令和３年度美馬市水道事業会計予算

議案第２９号 令和３年度美馬市工業用水道事業会計予算

議案第３０号 令和３年度美馬市簡易水道事業会計予算

議案第３１号 美馬地区広域行政組合規約変更許可の取消しを申請すること

について

議案第３２号 辺地に係る総合整備計画の策定について
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議案第３３号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３４号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３５号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３６号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３７号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３８号 辺地に係る総合整備計画の策定について

議案第３９号 工事請負契約の締結について

議案第４０号 債権の放棄について

議案第４５号 令和２年度美馬市一般会計補正予算予算（第１０号）

議案第４６号 令和３年度美馬市一般会計補正予算予算（第１号）

日程第 ３ 請願第 １号 家族従業者の働き分を認めない所得税法第５６条の廃止を求

める請願について

日程第 ４ 発議第 １号 所得税法第５６条の廃止を求める意見書について

日程第 ５ 発議第 ２号 美馬市議会基本条例の一部改正について

発議第 ３号 美馬市議会委員会条例の一部改正について

発議第 ４号 美馬市議会会議規則の一部改正について

日程第 ６ 閉会中の継続調査について

追加日程第 １ 議長辞職の件について

追加日程第 ２ 議長選挙について

追加日程第 ３ 議会運営委員会委員等の選任について

追加日程第 ４ 徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙について
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令和３年３月美馬市議会定例会会議録（第３号）

◎ 招集年月日 令和３年３月１８日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員

１番 田中みさき ２番 立道 美孝 ３番 藤野 克彦

４番 都築 正文 ５番 田中 義美 ６番 中川 重文

７番 林 茂 ８番 武田 喜善 ９番 郷司千亜紀

１０番 井川 英秋 １１番 西村 昌義 １２番 久保田哲生

１３番 片岡 栄一 １４番 原 政義 １５番 川西 仁

１６番 谷 明美 １７番 前田 良平 １８番 武田 保幸

◎ 欠席議員

なし

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名

市長 藤田 元治

副市長 加美 一成

副市長 長江 哲

企画総務部長 吉田 正孝

保険福祉部長 住友 礼子

市民環境部長 中川 貴志

経済建設部長 河野 功

水道部長 西野 佳久

美来創生局長 前川 正弘

消防長 武田 浩二

保険福祉部理事 小野 洋介

木屋平総合支所長 佐古 真澄

会計管理者 山田富久治

企画総務部秘書広報課長 渡邊 晴樹

企画総務部企画財政課長 小倉 進

代表監査委員 喜多 輝光

教育長 村岡 直美

副教育長 大泉 勝嗣



－７４－

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 見立 貞治

議会事務局次長補佐 宮内 聡美

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

１７番 前田 良平 議員

１８番 武田 保幸 議員

１番 田中みさき 議員
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開議 午前１０時００分

◎議長（井川英秋議員）

改めまして、おはようございます。

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。

それでは、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、お手元にご配付の日程表のとおりでありますので、よろしくお願い

をいたします。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、１７番 前田良平君、１８番 武田保幸君、１番 田中みさき君を指名いた

します。

次に、日程第２、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正についてから議案第１５

号、美馬市水道条例の一部改正についてまでの条例案件１５件、議案第２０号、令和３年

度美馬市一般会計予算から議案第３０号、令和３年度美馬市簡易水道事業会計予算、議案

第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）及び議案第４６号、令和３年

度美馬市一般会計補正予算（第１号）までの予算案件１３件、議案第３１号、美馬地区広

域行政組合規約変更許可の取消しを申請することについてから議案第４０号、債権の放棄

についてまでのその他案件１０件、合わせて３８件を一括し、議題といたします。

この件につきましては、所管の常任委員会に付託しておりましたので、各委員長の報告

を求めます。

開催順にお願いいたします。

初めに、産業常任委員会委員長、都築正文君。

◎４番（都築正文議員）

議長、４番。

◎議長（井川英秋議員）

４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

議長のご指名がございましたので、産業常任委員会の審査結果につきましてご報告を申

し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第１２号、美馬市道の駅地域振興

施設条例の一部改正についてから議案第１５号、美馬市水道条例の一部改正についてまで

の条例案件４件、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）のうち

所管分、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分、議案第４６号、令

和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）のうち所管分、議案第２５号、令和３年度美

馬市一の森ヒュッテ事業特別会計予算、議案第２６号、令和３年度美馬市小水力発電事業

特別会計予算及び議案第２８号、令和３年度美馬市水道事業会計予算から議案第３０号、

令和３年度美馬市簡易水道事業会計予算までの予算案件８件、議案第４０号、債権の放棄
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についてのその他案件１件の合計１３件について、審査のため、去る３月８日に委員会を

開催いたしました。

出席の委員は、私を含めて６名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決することに決定いたしました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第１３号、美馬市農機具保管庫及び共同農業作業所条例の一部改正について

では、理事者からの廃止後は今年度購入した排水ポンプ車の格納庫として活用するとの説

明を受けました。委員からは「場所はどこにあり、排水ポンプ車を格納できる広さはある

のか」との質疑がありました。理事者からは「場所は脇町のやまぐち動物病院の隣にあり、

格納する予定の排水ポンプ車は全長約７.６メートル、全高約２.７５メートル、車幅２.

３メートルの８トンクラスであり、倉庫の間口は６メートルから７メートルの１枚物の電

動シャッターがついており、検測、確認をしたところ奥行きが１０メートル程度あるため、

格納するための十分な広さがある」との答弁がありました。

次に、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分中、農業振興費では、

委員から「道の駅『みまの里』について、昨年度は６００万円程度であった指定管理料が

１,０６０万円に増額した理由は。また、指定管理を受けた事業所は利益を上げ、市に納

税するという意気込みを持って、きちんと経営しなければならないのではないか」との質

疑がありました。理事者からは「昨年１０月に指定管理者の募集をした際に、募集要項と

しては新たに追加項目があった。内容としては、交流広場の芝生の管理、北側駐車場の維

持管理、現在工事中のアクセス道路駐車場の管理、ホームページの管理等があり、その費

用として４５０万円が追加となった。また、指定管理制度は効率的な管理、効果的な運営

を行うことを目的に導入しているものである。指定管理者の企業努力や利益を求めること

は認められているため、今後は市としても十分に指導しながら指定管理者の利益が上がる

ように支援していきたい」との答弁がありました。

最後に、議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）のうち所管分中、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生事業費では、委員から「プレミアム付商品券の発

行はいつ頃か。また、美馬市のような田舎では例年２月、３月は経済的に困っている時期

であり、今はコロナの問題があるため、少しでも早い時期に発行できないか」との質疑が

ありました。理事者からは「市内の経済施策としては一日でも早く取り組むべきであるが、

３,０００万円を超える委託契約を結ぶ関係上、手続にある程度の期間が必要となり、４

月早々に委託事業者の募集を行い、その後決定までに約２か月を要する。６月から商品券

の印刷業務及び購入希望者への通知準備を進めながら並行して取扱店舗の募集等を行う。

市民の皆様へ販売・利用ができる時期としては、現時点では９月１日を予定しているが、

スピード感を持って一日でも早く発行できるよう取り組んでいく」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、産業常任委員会委員長の報告を終わります。
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◎議長（井川英秋議員）

次に、福祉文教常任委員会委員長、郷司千亜紀君。

◎９番（郷司千亜紀議員）

９番。

◎議長（井川英秋議員）

９番、郷司千亜紀君。

［９番 郷司千亜紀議員 登壇］

◎９番（郷司千亜紀議員）

議長のご指名がございましたので、福祉文教常任委員会の審査結果につきまして、ご報

告を申し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第１０号、美馬市敬老祝金支給条

例の一部改正について及び議案第１１号、美馬市介護保険条例の一部改正についての条例

案件２件、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分、議案第２２号、

令和３年度美馬市国民健康保険特別会計予算から議案第２４号、令和３年度美馬市介護保

険特別会計予算、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）のうち

所管分及び議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）のうち所管分の

予算案件６件、以上の合計８件について審査のため、去る３月９日に委員会を開催をいた

しました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

それでは、質疑の内容につきまして、その一部を報告いたします。

まず、議案第１０号、美馬市敬老祝金支給条例の一部改正についてでは、委員から「今

年度の支給対象者数は。また、満１００歳以上の対象者には毎年の支給となるのか」との

質疑がございました。理事者からは「市の敬老祝金は９月１日を基準日として支給してお

り、今年度の支給対象者数については、満７７歳の方が３２５人、満８８歳の方が２７１

人、満９９歳の方が１７人、満１００歳以上の方が２３人である。また、今年度、満１０

０歳に達する方は１５人の予定である。来年度以降、満１００歳に達する方には改正後の

金額で総額１０万円を支給し、満１０１歳以上の方には毎年３万円を支給する」との答弁

がございました。

次に、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分中、民生費では、

「西阿老人ホーム組合への負担金について、増額に至った要因は」と委員から質疑がござ

いました。理事者からは「主な要因として、西阿老人ホーム組合の当初予算総額が、退職

者を補充するために一般職員１名を採用したことに伴う人件費の増加分及びコロナ対策に

係る消耗品購入費の増加分を合わせて、昨年度比で９２５万８,０００円増加したこと、

また繰越金が１,３００万円減額していることから、合わせて約２,２００万円を当組合へ

の負担金で賄わなければならなくなったからである」との答弁がございました。

同じく、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分中、教育費では、
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「学校給食センター整備事業に関して、民間の資金や能力を活用するＰＰＰ／ＰＦＩ事業

方式に主眼を置きながら事業を進めていくとのことだが、具体的にどのような事業方式で

進めようとしているのか。また、ＰＰＰ／ＰＦＩ事業の導入可能性調査における対象事業

者の範囲は」との質疑が委員からございました。理事者からは「事業方式については、今

後、ほかの自治体などで行われている整備事業の事例などを検討していくが、現在のとこ

ろ、設計、建設、運営を一括して事業者に委ねるＤＢＯ方式、又は設計と建設を一括して

事業者が行い、運営は別途委託するＤＢプラスＯ方式のいずれかで進めることができるの

ではないかと考える。またＰＰＰ／ＰＦＩ事業導入可能性調査に関しては、市内だけでな

く、全国的に調理業務や運営業務などを広く調査した」との答弁がございました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、福祉文教常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（井川英秋議員）

次に、総務常任委員会委員長、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

議長のご指名がございましたので、総務常任委員会の審査結果を報告いたします。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第１号、美馬市行政組織条例の一

部改正についてから議案第９号、美馬市国民健康保険税条例の一部改正についての条例案

件９件、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）のうち所管分、

議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算のうち所管分、議案第４６号、令和３年度

美馬市一般会計補正予算（第１号）のうち所管分、議案第２１号、令和３年度美馬市住宅

新築資金等貸付事業特別会計予算及び議案第２７号、令和３年度美馬市下水道事業会計予

算の予算案件５件、議案第３１号、美馬地区広域行政組合規約変更許可の取消しを申請す

ることについてから議案第３９号、工事請負契約の締結についてまでのその他案件９件、

合計２３件と請願１件及び陳情１件について審査のため、去る３月１０日に委員会を開催

いたしました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました結

果、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正についてでは、委員から「木屋平総

合支所が廃止され、新たに木屋平市民サービスセンターとなるのは、具体的にどのような

内容であるのか」との質疑がありました。理事者からは「木屋平市民サービスセンターで
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は、脇町や美馬町サービスセンターで行っている同様の窓口業務を行う職員と市道・林道

管理や簡易水道等の現場・現地対応が必要な業務を行う職員を配置の予定である。それ以

外の業務は本庁に集約し、予算の執行についても本庁舎にて行うこととする。できるだけ

市民サービスの低下にならないよう連絡体制を確保するとともに、相談対応ができるよう

職員を配置したいと考えている」との答弁がありました。

次に、議案第９号、美馬市国民健康保険税条例の一部改正についてでは、委員から「国

民健康保険税の算定で令和５年度までに資産割を廃止するとのことであるが、所得段階に

よって負担が大きくなるのでは。また、５年度以降の保険税は」との質疑がありました。

理事者からは「県の国民健康保険運営方針を踏まえ、令和５年度に国民健康保険税の算定

における資産割を廃止し、所得割と均等割の割合を引き上げることとしており、固定資産

税が掛かっていない世帯は増額となる。急な増額とならないよう、令和３年度から段階的

に資産割の割合を引き下げる。また、５年度以降については、県の標準保険料率等の算定

を参考に対応していく」との答弁がありました。

次に、議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）のうち所管分中の

中で、委員から「ＪＲ穴吹駅公衆トイレ整備工事について、現在あるトイレはどうなるの

か。また、どのようなトイレを整備し、その工事費についての財源は」との質疑がありま

した。理事者からは「ＪＲとの協議により、現在あるトイレはＪＲが解体する。その土地

を本市が借り受け、男・女・多目的の３種類のトイレ、約１１平方メートルを整備する。

整備に係る財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で８００

万円、地方債１,１４０万円、残り６０万円を市の一般財源を充てることとしている。こ

のトイレは本市の公衆トイレとして、ＪＲ穴吹駅の利用者だけでなく、市民など幅広く利

用していただけるよう整備する予定である」との答弁がありました。

次に、当委員会に付託されました「家族従業者の働き分を認めない所得税法第５６条の

廃止を求める請願」については、後程、議題となった際にご報告させていただきます。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、各常任委員会委員長の報告は終わりました。

これより、ただいまの各委員長報告に対する質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、委員長報告に対す

る質疑を終結をいたします。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認め、討論を終結いたし

ます。

これより、採決をいたします。

まず、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正についてから議案第１５号、美馬市

水道条例の一部改正についてまでの１５件を一括し、採決いたします。
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議案第１号から議案第１５号までの１５件については、委員長報告はいずれも原案可決

であります。

お諮りをいたします。議案第１号から議案第１５号までの１５件については、各委員長

報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第１５号までの１５件については、

原案のとおり可決されました。

次に、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算についてを採決いたします。

議案第２０号については、各委員長の報告はいずれも原案可決であります。

お諮りをいたします。議案第２０号については、各委員長報告のとおり決することにご

異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第２０号については、原案のとおり可決されました。

次に、議案第２１号、令和３年度美馬市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算から議案

第３０号、令和３年度美馬市簡易水道事業会計予算までの１０件を一括し、採決いたしま

す。

議案第２１号から議案第３０号までの１０件については、各委員長報告はいずれも原案

可決でございます。

お諮りいたします。議案第２１号から議案第３０号までの１０件については、各委員長

報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第２１号から議案第３０号までの１０件については、

原案のとおり可決されました。

次に、議案第３１号、美馬地区広域行政組合規約変更許可の取消しを申請することにつ

いてから議案第４０号、債権の放棄についてまでの１０件を一括し、採決をいたします。

議案第３１号から議案第４０号までの１０件については、委員長報告はいずれも原案可

決であります。

お諮りをいたします。議案第３１号から議案第４０号までの１０件については、各委員

長報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第３１号から議案第４０号までの１０件については、

原案のとおり可決されました。

次に、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）から議案第４６

号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）の２件について一括し、採決をいたし
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ます。

議案第４５号及び議案第４６号については、各委員長報告はいずれも原案可決でありま

す。

お諮りをいたします。議案第４５号及び議案第４６号については、各委員長報告のとお

り決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第４５号及び議案第４６号の２件については、原案

のとおり可決されました。

次に、日程第３、請願第１号、家族従業者の働き分を認めない所得税法第５６条の廃止

を求める請願についてを議題といたします。

この請願につきましては、総務常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を

求めます。

総務常任委員会委員長、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

議長のご指名がございましたので、請願第１号についての審査結果を報告いたします。

この請願は、令和３年１月２８日に徳島県商工団体連合会婦人部協議会会長 吉原万里

子氏から提出があり、総務常任委員会へ付託されたものでございます。紹介議員は谷明美

議員、郷司千亜紀議員、田中みさき議員の３名でございます。

内容については、現在、中小企業の営業は家族全体の労働によって支えられているにも

かかわらず、日本の税制は、所得税法第５６条において「事業主の配偶者とその家族が事

業に従事したとき、対価の支払いは必要経費に算入しない」となっており、家族従業者の

働き分を必要経費として認めておりません。このことは、国連女性差別撤廃委員会も懸念

し、２０１６年３月「所得税法の見直し」を日本政府に勧告しております。

以上のことから、所得税法第５６条の廃止を求める意見書を国へ提出を決議していただ

きたいというものでございます。

審査に当たっては、紹介議員にご出席をいただき、趣旨説明を受けた後、慎重に審査を

いたしました結果、全会一致で採択すべきものと決しました。なお、会議規則第１４３条

第１項の規定に基づき、請願審査報告書を議長に提出いたしましたので、ご報告いたしま

す。

以上、請願第１号についての総務常任委員会委員長の審査報告を終わります。

議員各位のご賛同を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

◎議長（井川英秋議員）
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以上で総務常任委員長の報告は終わりました。

これより委員長報告に対する質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、質疑を終結いたし

ます。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認め、討論を終結いたし

ます。

これより、採決いたします。

請願第１号に対する委員長報告は、採択であります。請願第１号について、委員長報告

のとおり採択することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、請願第１号は、採択することと決定いたしました。

次に、日程第４、発議第１号、所得税法第５６条の廃止を求める意見書を議題といたし

ます。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総務常任委員会委員長、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

議長のご指名がございましたので、提案理由の説明をさせていただきます。

ただいま、上程いただきました発議第１号、所得税法第５６条の廃止を求める意見書に

ついて、美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定により、総務常任委員会として提出す

るものであります。

本文の朗読を省略し、提案理由の説明をいたします。

中小企業の営業は家族全体の労働によって支えられているにもかかわらず、日本の税制

は、所得税法第５６条において「事業主の配偶者とその家族が事業に従事したとき、対価

の支払いは必要経費に算入しない」となっており、家族従業者の働き分を必要経費として

認めておりません。家族従業者は事業の重要な担い手であり、またその労働は適正に評価

される必要があります。このことは、国連女性差別撤廃委員会も懸念し、２０１６年３月

「所得税法の見直し」を日本政府に勧告しております。

以上のことから、所得税法第５６条の廃止を求める意見書を国へ提出するよう求めるも

のでございます。

なお、詳細につきましては、意見書をごらんいただきたいと思います。

また、提出先につきましては、記載のとおりであります。
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以上で、発議第１号について提案理由の説明を終わります。

ご審議いただき、ご賛同賜りますようよろしくお願いいたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で発議の趣旨説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、質疑を終結をいた

します。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認め、討論を終結いたし

ます。

これより、採決いたします。

お諮りをいたします。発議第１号について、原案のとおり決することにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。

ただいま可決されました意見書につきましては、関係機関へ送付いたします。

次に、日程第５、発議第２号、美馬市議会基本条例の一部改正について、発議第３号、

美馬市議会委員会条例の一部改正について及び発議第４号、美馬市議会会議規則の一部改

正についての３件を一括し、議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

議会運営委員会委員長、田中義美君。

◎５番（田中義美議員）

５番。

◎議長（井川英秋議員）

５番、田中義美君。

［５番 田中義美議員 登壇］

◎５番（田中義美議員）

議長のご指名がございましたので、ただいま上程いただきました発議第２号、美馬市議

会基本条例の一部改正について、発議第３号、美馬市議会委員会条例の一部改正について

及び発議第４号、美馬市議会会議規則の一部改正について、本文の朗読を省略し、提案理

由の説明をさせていただきます。

まず、発議第２号、美馬市議会基本条例の一部改正につきましては、地方自治法第１１

２条第１項及び美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定により議会運営委員会発議とし

て提出するものであります。

このたびの条例改正につきましては、第９条第２項に「本会議及び委員会における議員

と市長等との質疑応答について、広く市政上の論点、争点を明確にし、議論を深めるため、

議員の質問又は質疑に対し答弁する者に反問権を行使することができるとする」規定を明
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記するものでございます。

以上で、発議第２号の提案理由の説明とさせていただきます。

次に、発議第３号、美馬市議会委員会条例の一部改正についてですが、本発議は、地方

自治法第１０９条第６項及び美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定により、議会運営

委員会発議として提出するものです。

このたびの改正は、今定例会において、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正が

可決されましたことに伴いまして、経済建設部が新たに経済部と建設部に再編され、美来

創生局が所管する分掌事務である観光課が経済部の所管に属する事務になることにより、

美馬市議会常任委員会における所管について一部改正を行うものであります。

以上で、発議第３号の提案理由の説明とさせていただきます。

続きまして、発議第４号、美馬市議会会議規則の一部改正についてですが、本発議は、

美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定により、議会運営委員会発議として提出するも

のです。

このたび、標準市議会会議規則の「欠席の届出関係」及び「請願書への押印関係」につ

いて見直しがなされました。

まず、「欠席の届出関係」については、女性を始め、多様な人材の市議会への参画を促

進する環境整備の一環として、議員として活動するに当たっての制約要因の解消に資する

ため、既に規定されている「出産」に加え、「育児」「看護」「介護」及び「配偶者の出産

補助」を具体的に例示として明文化するものであります。

次に、「請願書への押印関係」は、これまで行政手続等において求めてきた押印につい

て、特段の合理的な理由がある場合を除き、原則その廃止を推進している政府のデジタル

化政策の方針を踏まえ、地方議会においても議会運営に当たり押印を求めなくても特段支

障がない事項については、これを廃止することが適当であるというものであります。この

ような観点から請願書への押印関係については、請願者に対し、提出時に求めている署名

押印を署名又は記名押印に改める改正を行うこととなりました。この２点について、本市

会議規則もこれに倣い、改正するものであります。

以上で、発議第４号の提案理由の説明とさせていただきます。

なお、詳細につきましては、議案書をごらんいただきたいと思います。

以上で、発議第２号、発議第３号及び発議第４号の提案理由の説明とさせていただきま

す。

ご審議いただき、議員各位のご賛同を賜りますようよろしくお願いいたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で説明は終わりました。

お諮りをいたします。ただいまの発議第２号、発議第３号及び発議第４号の趣旨は簡明

であります。よって、成規の手続を省略し、ただちに採決いたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）
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異議なしと認めます。よって、成規の手続を省略し、直ちに採決することに決しました。

初めに、発議第２号、美馬市議会基本条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。

次に、発議第３号、美馬市議会委員会条例の一部改正について採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、発議第３号は原案のとおり可決されました。

次に、発議第４号、美馬市議会会議規則の一部改正についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、発議第４号は原案のとおり可決されました。

次に、日程第６、閉会中の継続調査についてを議題といたします。

お手元にご配付をいたしておりますとおり、閉会中の継続調査について、申出書が提出

されております。

お諮りいたします。継続調査については、各委員長の申出書のとおり、それぞれ閉会中

の継続調査に付することに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、継続調査については各委員長の申出書のとおり、それぞ

れ閉会中の継続調査に付することに決定いたしました。

以上をもちまして、本定例会に付議されました事件について全て議了いたしました。あ

りがとうございました。

ここで、議事の都合により、小休をいたします。

小休 午前１０時４９分

再開 午後 ２時５７分

◎副議長（中川重文議員）

長時間にわたり、お待たせいたしました。議長の職務代行をさせていただきます。

小休前に引き続き、会議を開きます。

ただいま、議長、井川英秋議員から議長の辞職願が提出され、副議長において受理いた

しました。

お諮りいたします。議長辞職の件についてを日程に追加し、議題とすることに異議はご

ざいませんか。
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（「異議あり」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議ありの発言が出ましたので、起立採決によりお諮りしたいと思いますので、異議あ

りの方は起立願います。

（起立少数）

◎副議長（中川重文議員）

はい、分かりました。着席願います。

異議ありの方の人数が少数なので、議事進行をそのまま続けさせていただきたいと思い

ますけども、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。

（田中義美議員 退席）

◎副議長（中川重文議員）

よって、議長辞職の件についてを日程に追加し、議題とすることに決しました。

追加日程第１、議長辞職の件についてを議題といたします。

事務局長に辞職願を朗読してもらいます。

◎議会事務局長（藤村孝志君）

副議長。

◎副議長（中川重文議員）

はい、藤村議会事務局長。

◎議会事務局長（藤村孝志君）

失礼をいたします。

令和３年３月１８日、美馬市議会副議長 中川重文殿、美馬市議会議長 井川英秋。辞

職願、今般一身上の都合により、議長を辞職したいから許可されるよう願い出ます。

以上でございます。

◎副議長（中川重文議員）

お諮りいたします。井川英秋議員の議長の辞職を許可することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。よって、井川英秋議員の議長の辞職を許可することに決定いたし

ました。

ここで議事の都合により、小休いたします。

小休 午後３時００分

再開 午後４時２８分

◎副議長（中川重文議員）

小休が続いて、誠に申し訳ありませんが、小休前に引き続き、会議を開会いたします。
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また、本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたしたいと思い

ます。

更に、何回にもわたって誠に申し訳ありませんが、議事進行の都合上、更に小休させて

いただきたいと思います。

小休 午後４時２９分

再開 午後５時３０分

◎副議長（中川重文議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

お手元にこれからの日程につきまして、事務局のほうから配付をしておりますが、その

ようなことでよろしいでございましょうか。

（「はい」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

それでは、議長が欠員となっておりますので、これからをお諮りいたしたいと思います。

議長選挙についてを日程に追加し、直ちに選挙を行いたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。よって、議長選挙についてを日程に追加し、これより議長の選挙

を行うことに決定いたしました。

追加日程第２、議長選挙についてを議題といたします。

選挙の方法は、投票か指名推選か、いずれかの方法にいたしたいと思いますが、いかが

でしょうか。

◎１１番（西村昌義議員）

議長。

◎副議長（中川重文議員）

はい。西村議員。

◎１１番（西村昌義議員）

指名推選でよろしくお願いいたします。

◎副議長（中川重文議員）

はい、ありがとうございました。

ただいま、指名推選との発言がございました。

お諮りいたします。地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選で行いたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定しました。

お諮りいたします。指名については、いかがいたしましょうか。
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◎１１番（西村昌義議員）

議長。

◎副議長（中川重文議員）

西村議員。

◎１１番（西村昌義議員）

７番、林茂君をよろしくお願いいたします。

◎副議長（中川重文議員）

はい、ありがとうございました。

ただいま、議長に林議員を推薦との動議が提出され、所定の賛成者があります。直ちに

議題とし、採決いたします。

お諮りします。副議長において林茂議員を議長に指名することにいたしたいと思います

が、これにご異議はございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。

お諮りします。ただいま副議長において指名いたしました林茂議員を議長の当選人と定

めることに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎副議長（中川重文議員）

異議なしと認めます。ただいま議長に当選されました林茂議員が議場におられますので、

美馬市議会会議規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をいたします。

ここで、前議長、井川英秋議員から辞任のご挨拶がございます。

１０番、井川英秋議員。

◎１０番（井川英秋議員）

１０番、井川。

◎副議長（中川重文議員）

１０番、井川英秋議員。

［１０番 井川英秋議員 登壇］

◎１０番（井川英秋議員）

失礼をいたします。少し時間をいただき、議長退任のご挨拶をさせていただきます。

令和２年５月臨時議会において、美馬市議会議長に指名推選により議長を拝命し、本日

を迎えました。この１年間は、世界中を震撼させている新型コロナウイルス感染症、コロ

ナ禍の中での不安と緊張感いっぱいの期間だったと考えます。しかし、皆様方のご協力の

おかげで議会としてコロナ対応対策が素早く取れたと思います。歳費６か月、１割から

５％の削減、また政務調査費の半額カット、委員会視察費のカットを含め、旅費全額返納、

少しですが市民に対して議会の面目が保てたように思います。

また、前年から進められていた議会でのタブレット使用、令和３年６月議会から完全タ

ブレット使用での議会運営、議会活動もこの１年間、皆様方の努力のおかげで初期の目的
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が達成されそうです。使用料も予算化されて、本当に安心できるようになりました。誠に

ありがとうございました。

また、議会基本条例もＢＣＰの見直しにより、美馬市議会としての危機管理対応がしっ

かりできるようになりました。市長と議会の関係において反問権を追加して、論点、争点

が明確になり、より議論が深まると思います。大いに期待するものでございます。少しほ

かの自治体並みになったよう感じております。

市民との意見交換会もコロナの関係で直接できませんでしたが、リモート会議で美馬青

年会議所の皆様と行い、新しい方法を取り入れ、一歩進んだ方法で取り組んだのは大きな

前進かと思います。若手の議員の皆さん、本当にありがとうございました。

また、６月議会において設置した国道１９３号（美馬・高松間）整備促進特別委員会に

おいて１０年間活動が停止していた案件も高松市と共に国土交通省へ、また徳島県へ要望

を行い、１０年間のブランクを少し取り返した感じがいたします。しかし、やっとスター

ト地点に立てたぐらいかと感じております。今後、皆様方がどう取り組むかが目的達成に

かかっていると思います。成功するか失敗するかは、どれぐらい熱意があるかだけと思っ

ております。

１年間はあっという間でしたが、私は議長職になるのが目的でなく、手段としてどう使

うかとの考えでやってきたつもりですが、期間中はコロナ禍の中で多くの事業、また催し

も中止になり、どれだけも皆様方のお役に立てず、ご迷惑をおかけし、ご協力ばかりもら

った日々だと感じております。しかし、美馬市議会議員としての任期はまだ１年残ってお

ります。残り期間は今までの経験を生かし、美馬市、また市民の皆様のために議会活動を

精一杯やっていくつもりですので、今後とも皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げま

して、簡単でございますが、議長の退任のご挨拶とさせていただきます。誠にありがとう

ございました。

◎副議長（中川重文議員）

前議長、井川英秋議員、ありがとうございました。そして、大変ご苦労さまでございま

した。

それでは、続いて、新議長に選ばれました７番、林茂議員からご挨拶をいただきたいと

思います。

◎議長（林 茂議員）

７番、林。

◎副議長（中川重文議員）

７番、林茂議員。

［７番 林 茂議員 登壇］

◎議長（林 茂議員）

議長就任に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

このたびの議長選挙におきまして、議員の皆様のご支援をいただき、指名推選でいただ

きましたことは誠に身に余る光栄であり、心より感謝を申し上げますとともに、その責務

の重大さに身の引き締まる思いでございます。ありがとうございました。
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私は、まだまだ経験不足で、未熟であり、皆様方の期待に十分答えていけるかどうか不

安ではございますが、誠心誠意、最善の努力を尽くして、公正・公平を旨として、円満で

活発な議会運営を目指してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくご支援とご協力の

程を賜りますよう、どうかよろしくお願い申し上げます。

また、議会は、議員だけでは運営していけないものです。議会事務局の皆様、そして市

長を始め、執行部の皆様のご協力、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、どうかよろしくお願

い申し上げます。

現在、美馬市を取り巻く環境は大変厳しく、新型コロナ感染症を始めとして、解決しな

ければならない課題も山積みしている状況にあります。議会に対する市民の皆様の期待も

大きなものがあり、その責任も一段と重いものと認識しているところでもございます。執

行機関も議会議員も共通の幅広い、正確な情報を持って、議会は市民のために審議を十分

尽くし、決定をしていかねばならないと思いますので、重ねて皆様のご協力お願い申し上

げまして、就任ご挨拶とさせていただきますので、どうかよろしくお願い申し上げます。

本当にありがとうございました。

◎副議長（中川重文議員）

ありがとうございました。

以上で、私の職務は終了いたしました。議員各位のご協力に感謝申し上げまして、新た

な議長と交代したいと思います。

７番、林茂議員さん、どうぞ。

◎議長（林 茂議員）

それでは、早速でございますが、議長の職務を遂行させていただきたいと思いますので、

どうかよろしくお願い申し上げます。

ここで、議事の都合により、小休をいたします。

小休 午後５時４４分

再開 午後６時１８分

◎副議長（中川重文議員）

再度、議長の職務代行をさせていただきます。

小休前に引き続き、会議を開きます。

先程、議長である７番、林茂議員から議会運営委員会委員、広報編集特別委員会委員、

国道１９３号（美馬・高松間）整備促進特別委員会委員及び議会のあり方検討協議会構成

員を辞任したい旨の辞任届が提出されましたので、委員会条例第１４条の規定及びその類

推適用により、副議長においてこれを許可いたしましたので、ご報告いたします。

ここで、議事の都合により、暫時小休いたします。

小休 午後６時１８分

再開 午後６時１９分

◎議長（林 茂議員）
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小休前に引き続き、会議を開きます。

ただいまの報告のとおり、議会運営委員会委員、それから広報編集特別委員会委員、国

道１９３号（美馬・高松間）整備促進特別委員会委員及び議会のあり方検討協議会構成員

に欠員が生じております。そのために、議会運営委員会委員等の選任について日程を追加

し、議題といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、追加日程第３、議会運営委員会委員等の選任について、議題といたします。

議会運営委員会委員、広報編集特別委員会委員、国道１９３号（美馬・高松間）整備促

進特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、議長におい

て議会運営委員会委員に田中みさき議員、広報編集特別委員会委員に井川英秋議員、国道

１９３号（美馬・高松間）整備促進特別委員会委員に井川英秋議員をそれぞれ選任いたし

ましたので、ご報告いたします。

また、議会のあり方検討協議会構成員の選任につきましては、議会のあり方検討協議会

規程第２条第１項により、議長において前田良平議員に選任をしたいと思いますので、ご

報告いたします。

次に、本市選出の徳島県後期高齢者医療広域連合議会の議員、井川英秋議員から広域連

合議会議員の辞職願が広域連合議会議長に提出されており、後任者の選出依頼が届いてお

ります。

お諮りいたします。徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙についての日程を追加し、

議題といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、追加日程第４、徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙についてを議題とい

たします。

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にいたしたいと存じますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認め、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定いたしました。

指名の方法については、いかがいたしましょうか。

◎２番（立道美孝議員）

議長、２番。

◎議長（林 茂議員）

２番、立道美孝議員。

◎２番（立道美孝議員）



－９２－

動議を提出いたします。

指名の方法につきましては、議会運営委員会、田中委員長が指名者となることを提案さ

せていただきます。よろしくお願いいたします。

◎議長（林 茂議員）

ただいま、立道美孝議員からの議会運営委員会、田中委員長から指名者となることの動

議が出されました。この動議に賛成者はございますか。

（「はい」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

ただいま、賛成の声がございましたが、所定の賛成者がありますので、動議は成立いた

しました。

お諮りいたします。この動議のとおり、決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認め、議会運営委員会、田中委員長を指名者とすることを決定いたしました。

それでは、議会運営委員会、田中委員長、ご指名お願いいたします。

◎５番（田中義美議員）

５番。

◎議長（林 茂議員）

５番、田中委員長。

◎５番（田中義美議員）

ご指名いただきましたので、徳島県後期高齢者医療広域連合議員に林茂議長を推薦いた

したいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

◎議長（林 茂議員）

お諮りいたします。ただいま議会運営委員会、田中委員長より指名がありました私を徳

島県後期高齢者医療広域連合議員の当選人と定めることに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認め、徳島県後期高齢者医療広域連合議員に私が当選をいたしました。よろ

しくお願いいたします。

以上で、本定例会の日程は全て終了いたしました。

閉会に当たり、藤田市長からご挨拶をいただきたいと思います。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

令和３年３月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し述べさせてい
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ただきます。

本定例会も本日最終日を迎えましたが、議員各位におかれましては、市政各般にわたり、

終始熱心にご審議を賜り、提案をいたしました議案につきましては、全て原案のとおりご

可決をいただき、厚くお礼を申し上げます。

ご審議を通じまして、議員各位から賜りました数々の貴重なご意見、ご提言につきまし

ては、十分に検討いたしまして、今後の市政運営に反映をさせてまいります。

また、ただいま議長に林茂議員がご就任をされました。林新議長にいたしましては、心

からお喜びを申し上げます。誠におめでとうございます。

林新議長は、議会経験が豊富でございまして、市政各般にわたりまして造詣の深い方で

もございます。これまでの豊富な経験と卓越した手腕を十二分に発揮されまして、円滑な

市議会運営と市政の発展にご尽力を賜りますようお願いを申し上げます。また、退任をさ

れました井川議長におかれましては、約１年間にわたり、議会運営の重責を担われ、市政

の円滑な運営に対しまして格段のご高配を賜り、厚くお礼を申し上げる次第でございます。

引き続き、私どもに対しましてもご指導を賜りますよう心からお願いを申し上げる次第で

ございます。誠にありがとうございました。

さて、令和２年度も残すところあと僅かとなりましたが、改めて振り返りますと、本年

度は我々がいまだ経験したことのない未知の国難である新型コロナウイルスの猛威に翻弄

され、その対策に取り組んだ１年でありました。現在も首都圏の１都３県に緊急事態宣言

が継続をして発出されており、また新たにイギリスやブラジルなどに由来した新型コロナ

ウイルスの変異株によります陽性患者が各地で確認をされるなど、いまだ予断を許さない

状況が続いております。こうした中、感染収束に向けた希望の光とも言えるワクチン接種

でありますが、先月１７日から４万人の医療従事者に対する先行接種が始まり、その後、

約４７０万人の医療従事者等に対する優先接種も本格的に始まりました。本市におきまし

ても、市民の皆様からのワクチン接種に関する様々な問合せに対応するため、３月２２日

からコールセンターを開設することとしており、接種を希望する全ての市民の皆様に迅速

かつ的確に接種を開始することができるよう、様々な手当を講じてまいります。また、こ

れから年度末、年度初めの時期を迎え、人の移動や交流が多くなりますので、引き続き３

密の回避やマスクの着用、手洗いの励行など基本的な感染防止対策の徹底にご協力をお願

いいたします。

次に、国が進める行政のデジタル化に呼応した新しい組織体制の整備についてでありま

す。

本市におきましては、ＩＣＴの活用を通じ、市民生活をよい方向に変化させることを目

指しまして、令和３年度から新たにデジタルトランスフォーメーション推進課を設置する

こととしております。市役所業務の効率化のみならず、「市民の誰一人として取り残さな

い、優しいデジタル社会」を実現するため、デジタルトランスフォーメーションにしっか

りと取り組んでまいります。

結びとなりますが、３月も中旬を過ぎまして、大分春めいてまいりましたが、時節柄、

気温の変化の大きい時期でもあります。議員各位におかれましては、くれぐれもご自愛を
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いただきまして、市政発展のためにますますご活躍をされますようご祈念を申し上げまし

て、閉会のご挨拶とさせていただきます。大変ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

ありがとうございました。

令和３年３月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、去る２月２４日の開会以来、本日までの２３日間にわたり、

終始ご熱心にご審議を賜り、全ての案件を議了いたしましたこと、厚く御礼を申し上げま

す。

市長を始め、理事者各位におかれましては、審査過程において議員各位からの表明され

ました意見や要望を今後の市政運営に十分に反映されますよう、お願いをいたすものであ

ります。また、閉会中におきましても各委員会の継続調査が予定されておりますので、皆

様方には市政発展のために、ますますのご活躍を賜りますようご祈念申し上げます。

また、今年度をもって退職される理事者の方におかれましても、これまでのご活躍とご

尽力に対し、敬意を表する次第でもあります。健康に留意され、今後も美馬市と美馬市議

会の発展のためにご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

結びに当たり、美馬市長を始め、職員各位の更なるご活躍、また美馬市の大いなる発展

と市民の皆さんのご健勝とご多幸をお祈り申し上げまして、ご挨拶といたします。大変あ

りがとうございました。

これをもちまして、令和３年３月美馬市議会定例会を閉会といたします。

閉会 午後６時３１分
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